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り、標本の 3分の 2は農業以外に第 2の職業を持っていない。時間使用に関しては、豪雨
の被害を受けた 2007年の雨季のショック直後に、両サイトとも農業労働の時間が増えてい
た。被害が深刻であったサイト Aではその増加量がサイト Bよりも顕著に大きかった。ま
た翌年度の雨季では、両サイトとも 2007年の雨季のように農業労働を増やしておらず、初
年度の農業労働時間の増加が豪雨の影響であることが示唆される。次に家事労働時間に関
しては、サイト Aの方がサイト Bよりも年間の労働時間の変動が激しい。被害が深刻であ
ったサイト Aでは、災害が起きた初年度には家事労働時間は農業労働時間と対称的な変動
を観察するが、この動きは次年度には観察されなかった。他方、サイト Bにでは降水量と
家事労働時間の関係は観察できない。6歳から 18歳の子供についても、成人の農業労働時
間の増加に合わせて農業労働時間の増加が観察されたが、子供達の多くが通学しているに
もかかわらず、豪雨が教育時間の減少をもたらした証拠は得られなかった。 
以上より、調査対象の農家家計は、豪雨による農業への被害に対して、農業への労働供
給の増加により対処していることが明らかとなった。 
